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上尾の夜空を彩る色鮮やかな花火

　8
月
4
日
、
平
方
地
区
の

荒
川
河
川
敷
で｢

市
制
施
行

60
周
年
記
念
第
23
回
あ
げ
お

花
火
大
会｣

が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　上
尾
の
夏
を
彩
る
一
大
イ

ベ
ン
ト
、
あ
げ
お
花
火
大

会
。
こ
と
し
は
約
16
万
５
千

人
が
観
覧
し
、
花
火
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　打
ち
上
げ
が
始
ま
る
と
、

市
制
施
行
60
周
年
記
念
花
火

や
音
楽
花
火
な
ど
、
約
1
万

発
の
花
火
が
幻
想
的
な
世
界

を
演
出
。
次
々
と
打
ち
上
げ

ら
れ
る
色
鮮
や
か
な
花
火

に
、
観
客
た
ち
は
夏
の
暑
さ

を
忘
れ
、
上
尾
の
夜
空
に
心

を
奪
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

想的な世界を演出
市制施行60周年記念第23回あげお花火大会幻トスの指導をする井上選手と練習に励む子どもたち

　7
月
24
日
、
市
民
体
育
館

で｢

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室｣

～

埼
玉
上
尾
メ
デ
ィ
ッ
ク
ス
の

選
手
か
ら
学
ぼ
う
～
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
は｢
キ
ラ
リ
☆
あ
げ

お
Ｐ
Ｒ
大
使｣
で
あ
る
埼
玉

上
尾
メ
デ
ィ
ッ
ク
ス
の
選
手

が
、
市
内
の
中
学
1
・
2
年

生
の
女
子
バ
レ
ー
部
員
に
、

レ
シ
ー
ブ
や
ト
ス
な
ど
の
基

本
技
術
を
直
接
指
導
す
る
も

の
で
す
。

　女
子
バ
レ
ー
部
員
た
ち

は
、
真
剣
な
表
情
で
基
本
技

術
の
大
切
さ
を
学
び
、
充
実

し
た
汗
を
流
し
て
い
ま
し

た
。

本技術の大切さを学ぶ
｢バレーボール教室｣～埼玉上尾メディックスの選手
から学ぼう～

基

完成したランプを持って記念撮影

　７
月
27
日
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で｢

親
子
で
つ

く
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
工
作
教

室｣

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
教
室
は
、
環
境
に
優

し
い
照
明
で
あ
る
発
光
ダ
イ

オ
ー
ド(

Ｌ
Ｅ
Ｄ)

の
特
徴
な

ど
に
つ
い
て
、
実
際
に
Ｌ
Ｅ

Ｄ
ラ
ン
プ
を
作
り
な
が
ら
、

楽
し
く
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
す
。

　親
子
で
協
力
し
な
が
ら
、

和
紙
を
通
し
て
赤·

青·

黄·

緑

の
淡
い
光
が
輝
く
、
自
分
た

ち
だ
け
の
す
て
き
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ

ラ
ン
プ
が
で
き
ま
し
た
。

　Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
耐
用
年
数
が
長

い
た
め
、
ラ
ン
プ
は
い
つ
ま

で
も
き
れ
い
な
光
を
放
っ
て

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

子で作ったすてきなＬＥＤランプ
子ども消費生活講座  親子でつくるＬＥＤランプ工作教室親

　7
月
24
日
、
市
と
埼
玉
司

法
書
士
会
に
よ
る｢

災
害
時

に
お
け
る
被
災
者
等
相
談
の

実
施
に
関
す
る
協
定｣

調
印

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
協

定
の
締
結
に
よ
り
、
上
尾
市

域
で
災
害
が
発
生
し
た
場
合

に
、
市
か
ら
の
要
請
で
、
埼

玉
司
法
書
士
会
か
ら
派
遣
さ

れ
た
相
談
員
が
被
災
者
に
対

し
、
円
滑
に
無
料
相
談
な
ど

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　畠
山
市
長
は
、｢

い
ざ
と

い
う
時
に
、
専
門
的
な
知
識

を
有
す
る
方
々
に
相
談
業
務

を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
の

は
、
大
変
あ
り
が
た
い
。
ぜ

ひ
、
協
力
を
お
願
い
し
た

い｣

と
話
し
ま
し
た
。

害時に円滑な相談活動を
｢災害時における被災者等相談の実施に関する協定｣
調印式

災
埼玉司法書士会山嵜会長(左)と畠山市長
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